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本日のテーマ 
 
日本の血液透析の状況と特長 
最近の話題、課題 
今後の展望 



最近の典型的な日本の透析施設 



2013年末での慢性透析患者 

 314,180名  
（前年比 +4,137名） 

慢性透析患者数の推移 



近年、導入患者の増加は
みられなくなっている。 
死亡者数は高齢化に伴い
増加傾向に有ったが、 
この数年は落ち着いている
ように見える。 

年齢別導入患者数、死亡患者数の推移 



DOPPS 4 (2011) Time on dialysis, by country 
The top and bottom of the boxes above indicate the 25th and 75th percentiles of the distribution. The horizontal line within 

the box indicates the median (50th percentile), and the diamond indicates the mean. Vertical lines extend to the 5th and 95th percentiles. 



血液透析に関する医療機器 



ダイアライザー  

 除去対象物質であるβ2-MGのクリアランス値により5段階に細分化 
 Ⅰ型  10mL/min 未満 
 Ⅱ型  10mL/min以上～30mL/min未満 
 Ⅲ型  30mL/min以上～50mL/min未満 
 Ⅳ型  50mL/min以上～70mL/min未満 
 Ⅴ型  70mL/min以上 
 ※保険償還は本区分と膜面積により決定 

 
 他、特定積層型、ヘモダイアフィルターとして区分 

 



 リユースは無く、すべて単回使用 
 高透水性（Super High-flux）ダイアライザーが主体 

 



血液回路 

 リユースは無く、全て単回使用 

 透析装置型式毎ではなく、医療
機関の要望に応じて小変更され
た製品が多い（少量多品種）
→BCPのためにも使用者団体等
の働きかけにより是正傾向 

 高圧蒸気滅菌が主流 

 生産は海外移転が進み、東南
アジアなどの海外生産が主流  



①個人用透析装置による構成 
     1つの装置で1人の患者を 
 
    

②セントラル方式による構成 

＝Central Dialysis fluid Delivery System (CDDS)     

 
→日本での主流（おおよそ90％） 

血液透析の様式 



①個人用透析装置によるシステム構成 
・水処理装置により、RO水が個人用透析装置に供給される 
・スタッフがA, B原液を個人用透析装置に持っていく 

水処理装置 

透析液調整室 
(機械室) 

透析室 



② CDDS (Central Dialysis fluid Delivery System) 

水処理装置 

B剤溶解装置 

A剤溶解装置 

透析室 

透析液調整室 
(機械室) 

透析液 

多人数用透析液 
供給装置 

透析用監視装置 



清浄な透析液を供給する必要性 

INTERNATIONAL STANDARDS FOR HEMODIALYSIS AND RELATED 

THERAPIES 

 

ISO 13958:2009, Concentrates for haemodialysis and related therapies 

ISO 13959:2009, Water for haemodialysis and related therapies 

ISO 11663:2009, Quality of dialysis fluid for haemodialysis and related 

therapies 

ISO 26722:2009, Water treatment equipment for haemodialysis applications 

and related therapies 

ISO 23500:2011, Guidance for the preparation and quality management of 

fluids for haemodialysis and related therapies 



オンラインHDFの普及 

前希釈オンラインHDFが主流 
 (全体の72%) 
 
置換液量が多い 
 (前希釈で平均40L) 



トピックス、課題、今後の展望 



多くの透析患者を抱える日本、 
医療機関はどう対応しているか？ 

患者高齢化により昼間血液透析患者の割合は増加 
→より効率的な透析運営が必要 



自動化機能 －治療準備から終了まで－  



各年導入患者および各年末患者の平均年齢の推移 

2013年末での 

導入患者年齢 

 68.7歳(+0.6歳) 

 

全体の患者年齢 

 67.2歳(+0.3歳)  

  
 
 
 



日本の透析患者は10年程でピークを迎え、 
減少に転ずると推測される 

S. Nakai, K.Wakui, K.Yamagata, K.Iseki, Y Tsubakihara . Prediction of dialysis patients in Japan based on Japanese Society for Dialysis Therapy 
Registry , Journal of  Japanese Society for Dialysis Therapy, 45(7) 2012, 599-613. 



透析施設の例 -駅前透析クリニック- 





透析施設の例 - 介護施設に隣接した透析クリニック-  



まとめ・提言 

 日本の透析患者は30万人以上、１医療機関が担う患
者数は平均70名を超え、維持透析施設ではより効率
的な運営が要求されている。 
 

 日本独自のセントラル方式は、高度に清浄化された透
析液を供給・管理することが可能で、臨床的にも経済
的にも優れた透析方法である。 
 

 患者高齢化や多様化する療法に対応しうる透析医療
の提供体制を整備していく必要がある。 



多谢 

Please visit our web-site:  
(EN) 
http://www.mtjapan.or.jp/jp/mtj/en/ 
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http://www.mtjapan.or.jp/jp/mtj/cn/ 
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